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『東方驚荒尾先生之碑』
について東岨同文書院大学問二期生
田良信
。はじめに
京都市の東郊、鹿ヶ谷の疎水沿いに有名な
H哲学の小係
H
がある
G
『東方薦荒尾先生之碑』はその市端、
打王子・熊野神社の境内に樹林を背討に舵立している
G
老生が此の仰の存心仕を知ったのは、．平成卜六年の
川初めに、泌友会事務局から、川戸川尼先生の
H仰山川の儀
H
を行なう旨のご案内を頂戴してからであるロそれに
は、伸文は近衛霞山公の撰文で 漢文で綴られていて難解とあり、余計に探究心が掻き虫てられた
c
折よく
二月中旬に、老生が関わっている日本漢字能力検定協会の講師長成誠一肌が京都で行なわれたので、時川を訓いて叫を訪ねた。
．見するなりその伶容に．比例され、甲山一と仰文をカメラでいいずし擬って川り、写真から伸文
を世一
uき写した口碑文は後で詳述するが、総山子数二ハ七六字から成る長文で、台座を含めて高さ五メートル近
くもある。管日比ではあるが、附府山印刷川は別として大きさ内科共に第．級の．
h仰に数えられると思っている。後
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日仲間を託っていけ川所作業部を使
って拓本を採るこ
とになったのも、この石碑に魅了されたからに外ならぬ
。生涯忘れ如何ぬよき体験であった
。
」の程、愛知大学東亜同文洋院大学記念セン
タ
ー
より
『荒尾先生之叫
』
の同文を解説するよう
とのご要読を受けた
。
場に
《同文円院記念報同
号》で報告したが
、
旧服
、
金沢の旧家で偶然に
、・
J
；；
・
放尾先生が
H的貿易研究所創設に際し、
学
生
た古
一怖を発見するという申告びに避遁することが山来たこととも思い併せ、浅学非才をも顧みずご要請にお応
募集の全国遊説を終え 後の感懐を七絶に託され
荒尾先生が退居後、
H対清志見
H
えすることとした
。
この格調布い霞山公の撰文をご理解頂く
一助ともなれば誠に幸いである
。
や
H対消弁妄。などを執筆された寓居も、
こ
の仰
と
照尺の聞に在り、是
非この地を尋ねて往時に忠いを馳せて頂きたい
。
以下に仰文と読み下し文及び山釈を付泊する
。
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。碑文（築額）【東方粛荒尾先生之碑】荒尾先生之碑
貴族院議長従二位勲三等公爵近衛篤崎撰清光総大夫尚在日街侠甘総督升允製銘井吉
荒尾君誇精、初名義行、競東方薦、尾州枇杷島人也。考諒義粛、世仕尾州藩、著名於時。君幼一而汎毅、ト伺大志年十二入外岡説明校、又受終芳野金陵之門、夜川皐剣講武。明治卜一年入隙市教導側、羽山年任仙川市市皆、入大阪鎮去。十二一年入陸軍上官皐校、ト五年冬畢業、任陸軍少尉。先是君主士官門学校技中外岡・史観点阿国勢、以謂西力東漸若河決下流、東亜欝邦之命 雪 一髪引千鈎、一宵亡而歯寒、彼破而虞危、此山貝我併仮説と時乎。
及早業乞暇遊消、以不得命米川ボ。十九年春乃山上海淵長江深入内地。時少壮パ宅心
国慨然有救済ぷ
米合者有．一十鈴人、君興分道凹出 南極闘専讃勝、西入秦臨巴局、北窮蒙十日伊型之額、東渉満洲三省之野、崎幅開閥、備嘗販苦 久之掠其身自経歴及獲同人探討者、悉得再域九州形勢 於是相謀創日清貿易研究所於上海。二十二年四月、君束蹄山口諸朝野識者日、東一政之計英吉乎聯日消雨岡
A口北（心力以内川市強久述之刻、叩（十山
H’
権輿於通商、刷、雨園通商之未盛者、非無物可貿選無人能経紀也。誠能於清凶要津開一大皐堂講習商務以造成人才、宣非合国今急務耶。 相黒岡・松方諸公皆題其一一 一口 而山石村民商務大臣尤以偽有補商政、約局設法給総賀、君乃遊説府豚招募生徒。明年四月適有勧業博覧曾之壊、向工脳波、部下乃聞け市貿易研究命日、 川山川川柳
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紳革、雌列彼我百貨、仙汁老事者数人指示需給之多謀、版巡之利害、羽亦技場演説日消通尚之款殿、保慨淋泊、移民庁始罷。九日此時限「世治活心酔泰阿文物、側一談及消事慨
Ht
／～伐迂。
A朝行侶川力東漸束叩危急
z／～説
也、所在官 傾聴感悟始注心日於東店時局。他年園計民生橡局前定不胎不困者資君民之地也。既而府麻子弟際募進京者一二百除、君局考試取優才篤志者百五十人別論教導才得二十鈴人、九月到上海翠開教儀、経営累月将漸就緒、而度支常細娘鮮日前向状、山石村大臣又以疾去官、不得履給費之約、而有意気加鋭縫立ザ句完計、衆心胸何不保朝夕、若乃推赤誠定衆志、汰職員節総費、
1q
移校合、娘一刷
LU記念之儀、於日疋紀網干一出張校一辿復版、ゾ．凡
聞編纂局修清園通商線覧 擦同人積年所蒐集 参以古今著録数十種、料
H衆員分部校定、期年戸山成
0
・J卜五年
夏寄老曾匪滋擾江上、上海洋人日夜恒怖、各結圏備不虞、錨研究所教皐白州不庁附和、洋人怒惣之我領事、若乃胎卦一日剛帥
H、研究所者緊千金子弟授千金翠術之内学堂也師弟心力不敢軽興他事、抑自知宜議同舟之義、果
有明川急我師弟白川日間濁力従事、中外士商問之戚知邦人尚義浸加敬川氏一五。．一 六年七月研究生車業。即開日消商品陳列所令生員羽田賀務、尋欲設東方通商協曾併合研究陳 二所、蹟仮規慎推民事業、社（所則、
J川牧同東町
商権、二則協輯爾園和好、高一中外有事則居間解紛以省園際争議之煩也。時首相伊藤伯閲之大悦欲以提議帝閣議曾、君乃歴説政策首領大限板垣品川三氏並得賛同、加以海内紳商千散人、矯之創立員、匝庭粗定提議有H而議命日解散事党未行、朝鮮乱起郷好遂破、君上疏具陳敵同情勢攻伐善後方略、薦故面白門生二百隊人於大本持口任偵候通謀等山手而白退居於洛之若王子山、力闘誘披後進造就通才。和議既定出遊消岡視戦後情状 途月而還、屡曾朝野有力者、盛説日清商工同阻之急 又欲遊喜一掛問視南門鎖鎗、経鹿児島大鳥琉球一全盛北、時新醤吏民情意未治、彼此交疑動相講離、君局設紳商協 以融和之、将遂巡視全島 及福州度門香港 曾鼠疫大行先
r東方前荒I己先生之帥」について
毅三日病六日卒。質明治二十九年十月三十日也。君生於安政六年四月某日、享年三十有八。君於東亜時事見機察微、知無不吉、億則属中、山口回隣隙初市川口也、苔封清志見、将議和也者封消柏市妄各書、及見描和約保之有所妨也親臨人土岡商工大台仰以利害建白於政府見斡任再 俊 勘九日間路定封除要策、凡立（所謀雌不者間於川町時而吐（所慮無一不験於後日湾。君既卒、清韓二邦嬰故百出、強郷環伺 陵選前向端、大局安危廃所一民止、中外志士益服君見機之早、慮患之遠而深惜其志業之不終。近者清園懲悲多難興革愛通取範於我、禦侮拝患 筒重於我。凡我朝野同．憂之士及興君有習者方日追君遺志放効力於持危扶制限之策、而輪車之勢約以成突。．夫若限訂以 使得来此機運総論大同社（所計献於邦家 未一川以
Hm
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之年、従使比（平然死於窮荒之城、結締之郷而不知比（死
hノ～有附於陛運之安危興一般也、悲犬。
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六｛子一八字一八字
一五五九字（一行七
O字・二三行）
六六字（「銘日」＋四言二ハ句）
¥...J 
一六七六字
（築額）東方驚荒尾先生之碑（碑文）荒尾君域は精、初め義行と名のり、東方粛と号す。尾州枇杷島 人なり。釈は誇は義粛、世々尾州藩に仕へ、名を時に箸はせり。君は幼にして沈毅、大志有り、年十二にして外国語学校に入り、又、経を芳野金陵の門に受け、夜は則ち剣を学び武を講ず。明治十一年陸軍教導団に入り、翌年陸軍軍曹に任ぜられ大阪鎮台
おわ
に入る。十三年陸軍士官学校に入り、十五年冬業を畢りて 少尉に任ぜらる。是に先んじ君士官学校に在
りて中外の図史を按じ束凶の同勢を鋭、以前へらく、凶力の東漸すること河の決して下流するが若し、東川旧邦の命之を一髪千鈎を引くに持う、一特亡びて幽寒 税倣れてい民危し、此れ立に我憐仮説の時ならん
いね・えめ
J
やと。困っ 慨然として救済の志あり、業を畢るに及び暇を乞いて清に遊ばんとするも命を得、ざるを以て未だ果さず 十九年春乃ち上海由り長江を湖りて深く内地に入る 時に少壮にして志を慕い来り会する者一一十余人あり、持与に分近四出、南は問時浜野を極め、凶は一奈川附巴おに入り、北は蒙古伊型の刺 窮め、東は満洲 二省の野を渉り、崎順間閥、備に銀やけを嘗む、之 久しくして共の，身’けらの終版及び川人の探討より獲たるものに拠って、悉く市内域九州の形勢 得た 。是に於いて相謀りて口市貿易研究所を上海にて創めんとし、二十二年四月、君東帰し諸を朝野識者 告げて日く 東．胞の計は日清一両国を聯ね其の心力を合わせ以て富強久遠の規と為すよ 普きは英し其の事通商に権輿す顧みるに両国通尚の未だ峰んならざるは物の貿遷す可き無きに非ず、人 能く経紀する無きなり。誠に能く消凶の袋沖 於いて一大学九五を聞き、向務を講刷円し 人才を造成するは 世に当今の急務に非ず耶。時の相、川ぃ河川・松方諸公凶日比ハの
74口を躍とす、
而して岩村農商務大臣尤も以て商政を補するあ と為 為めに法 設 て経費を給せんことを約す。君乃ち府県を遊説して生徒を招募す。明年四月適勧業博覧会の挙ありて商工都下に編湊す 乃ち 清貿易研究会を聞き、大いに府県の紳車 き、彼我の百貨を雌列し 心事 老けたる者数人をして．市給の多謀、版巡の利害を指示せしめ、社も亦笠場して日消通尚 款綴 演説す。倣慨淋泊、刊行 移し 始めて能む。此の時に当たり、挙世治活、泰西の文物に心酔 偶 たび談清事に及べば航ち之を目して迂と為せ 。」朝君西力東漸東亜危急の説 侶うるや、所在の官民傾聴感情始めて心日を東亜の時局 注ぐ。他年国計民生
r束力的坑hi先生之碑」についてI 
予め前定を為して胎せず困せざるは実に君が為せるの地なり。百余、
既にして府県の子弟応募して京に進む者三
君為めに考試して優才篤志者百五十人を取り、別に教導の才を倫んで．一十余人を得、九月上海に到り
聞教の儀を挙げ、経営月を累ねて将に漸く絡に就かんとす。而して皮支常に制し知事い万状、岩村大ロメ病を以て官を去り、給伎の約を悩むを件、ず、耐して討意気鋭を加へ織かに初完の計を虫つるも、衆心制胸刺
君乃ち赤誠を推し衆志を定め、職只を汰、ぎ経質を節す、尋いで校舎を移し削立記念の儀を学
fii）主，1r-~，；i:,ic ：.：：：如、＇OL. 19 
タを保たず、ぐ。是に於い 紀綱弔張し校運復振う、
又編纂同を開き清国通商総覧を修む、同人の積年蒐集せる所に拠
り、参ずる 古今の著録数十陸を以てし、衆口貝を督し部を分かちて校定し期年にして成る。二十五年夏、可老会匪の江上 滋援するや、上海の洋人日夜恢怖し各々結同して不虞 備う、独り研究所のみ教学’日如肯て附和せず 洋人怒りて」ノ～を我領事に恕う、れルち討 同帥 船りてけく、研究所は千合の子弟を衆めて千人仇の学術を授くるの学吹なり 師弟心力敢えて軒々しく他事にトハーからず、抑 自ら引しく同
r叶の義をは
くすべきを知る、民して
mJhA
あらば孜師弟山けら中
Jに独力従事すべしと。中外の上尚之を聞きて成邦人の山点を
尚ぶを知り臼く敬山氏 加うと云う
c
一一十六年七月研究生業を堪う。即ち日清商品陳列所を聞き生
H
をして
実務を習はしむ、尋いで東方通商協会を設けて研究陳列のて所を併合 、規模を拡．張し事業を推広せんと欲
一は則ち東原の商権を収回し、一一は則ち両国の和好を協輯す。万一中外に事有れば則
す。其の期する所、ち肘問解紛以て国際争議の煩を省かんとす な 。時の首相伊藤伯之を聞き大いに悦び、
以て帝国議会に挺
議せんと欲す。
打乃ち政党首領大限・版刷一・品川一一一氏に限説し
人を以て之の例
LU
貝と為し、区処肌定まり、
組びて賛同を得、加うるに海内の紳商千人心
提波打あり、而して議会解散、心事克に未だ行われずつ
日川川
1u
←r
同ノ
fー し
AMF
白川
U
下円
起り隣好遂に破る。
攻伐善後の方附を具陳し、故旧門生一一．
h余人を大本営に踏めて
而して’
H
ら治の打王子山に退肘し、力めて後進を誘依し、通才を治就せんことを
川崎刺野の有力行と会し山叫んに
君上疏して敵凶の情勢、
似似通訳等の事 任じ、
和議既に定まり山でて消同に遊び戦後の情状を倒、川を迎えて巡る。
日清向仁同盟の急を説く、又 台湾に遊び市門の鎖鏑を視んと欲し、鹿児島・大向・琉球を経て台北に壬る、時に新旧吏民情怠未だ沿けず 彼此交疑い動もすれば相承離す口君為めに紳尚協会を設け以 之を融和す。将 遂に全島を巡視し以て福州・度門・香港に及ばんとす
D
会鼠疫大いに行まり、
ずること一二日、病むこと六日にして卒す。似る。
発するに先ん
実に明治二十九年十月三十日なり。
君
は
安
政
・年
億：四
1 月
れ某
ば II
則に
ち生
まれ、享年三十有八
c
持の東亜の時事に於ける機を見、
脳中る。隣隙初めて啓く 当たりてや、対消怠
Hんを著わし、
す。川川和約条の妨ぐる所あるを見 に及んでや、
微を察し、
知りて一一司はざる無く、
将に和を議せんとするや対的弁妄件内を持わ
親しくん上同商工大会に臨み、
利引い一日を以て政府に住’
H
せし
め、斡延の一円附慨す を見 や当路 勧めて対陣商店策を定めしむ。と雌も 而も共の慮る所一 して後日に験せざるな 。陵選万端、大局の安危一民止 所慌
凡そ比ハの謀る所尽くは叶時に川いられず
消韓二邦変故白山、
強隣環伺、
君既に卒す。
中外の志土益々社が機を見るの早き、忠を慮るの遠きに服す、而
して深く其の志業の終らざりしを惜しむ。近者 国は懲法多難 興革変通、範を我に取り、禦侮持出品、重きを我に筒る。凡そ我朝野同憂の土及び君 旧ある者、方 且つれの遺志を追い並びに力を持危扶制限の策に効し而 輪車の勢、将に以て成らんとす。天若し君 すに年を以てし、経給するを得せしむれば、
共の邦家に貢献する所は未だ限討す可からざるなり。
奈；此
何；の
ぞ機
Jil 
乗
じ
て
大
局
を
共の心志を苦し
TリUi t清荒！己先生之l却・」について?,‘ ?
め、其の筋骨を労し、其の身を空乏し、其の為す所を払乱し、又従って之が年を奪い、徒らに其れをして卒然窮荒の域痘嬬の郷に死せしめ、な
。
銘に日く、
しゅんがい
扶桑旧邦明治維新篤生俊父形上者道形下者器長治久安。注釈〔光職大夫〕官名。文官の一。〔街〕命を奉ずる。〔侠甘〕侠西省と甘粛省。〔誇〕死んだ人の生前の名〔考〕死去した父。先考。〔況毅〕落ち着いて意志が聞い。
聞も其の死の世運の安危興廃に関する有るを知らざるなり。悲しきか親仁善隣兄弟関騎
外禦其侮非我族類奇抜案取
惟徳与義常人従衆哲士前知誕告多方視此豊碑
〔陸軍教導園 明治二九年以前、下士志願者に教育を施した所。後の教導学校。
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〔鋲抱一〕明治前期の陀軍の軍団。後の師団。〔剛史〕凶書と史籍。〔凶力東漸 欧の勢力が次第に東川の地に影響を及ぼして来たことを指す。〔一髪引千鈎〕出典は斡愈〔与孟尚
44一 u－IH
〕。
一筋の髪の毛で千鈎の前一さのものを引く、制めて危険な状態
にあることの
W川え。
〔一円亡而歯%、〕出典は《十江いい・似公五年》。一一行が闘を保巡するものであることから、一以いに助けんリつ有の．方が亡びれば他方も危うくなることの円え。〔説破而氏危〕山山内は
《在伝・位公五年》
「MH献公似辺氏附・山一川伐彼同・減税後・え川削減押収同」
の「減税取成」
に拠る。
即ち、巾困を攻喰する時、先に乙川を応住させて間き、叩川川を減抑した後に
又、乙同をも滅亡させるという諜略を言う。〔間山間三制約〕
Af
の福建・広東・
2
市・白州。
〔楽院巴出〕今の隙凶・甘ぷ・阿川。〔伊型〕
Af
の新掘維五日伝。
〔崎幅問閥
道が内凹で険肌で歩行に難渋するさまを一
ad
－－
〔市内域九州〕中岡の別祢。市内王が洪水を治め、九つの州の境界を正した いう伝及。〔権輿〕物事の始め。〔貿遷〕交易する。
r 味un'.:'i 坑出先生之jjl~！」について? ??
〔経紀〕管理する。〔題〕正しいと考え 。同意する。〔紳董〕地方の勢力と地位のある人物〔臆列〕並べる。〔款寂〕秘訣。〔僚慨淋滴 感情が溢れ出て意気盛んなさま。〔暑〕日ざし。〔前定不胎不困〕出典は《礼記．中庸》
.. 
「言一
「前定」は
H預先確定．事前有所準備
Ho
即ち、事を為すに当たり前以て準備をして置く意
o
「胎」は蹟く。
〔局之地〕出典は《韓非子・説難》・・
H有欲持以智能・則矯之翠異事之同類者・多局之地
H
で、人に事物
の道理の根拠を提供すること、人を帯助すること。
〔度支常細〕支出の計算が常に不足する。〔有完〕おおよそ完備した。〔悔陶〕恐れ ののくさま。〔期年〕満一ヶ年。〔一骨老曾 太平天国の乱の後、職人、破産農民、脱落軍人等 集まり「反清復明」を目標にして長江流域に活動した結社。
16 同文書院記念iU VOL 19 
〔滋掛〕事件のきっかけを作って騒乱を進める。〔白州〕
H
「臼若」。心が消ち着いて動ずるところがないさま。
〔寝〕益々、漸々の意。〔国慮〕物事を分別して取り計らう。〔誘披〕脇から導き助ける。〔造就〕出促成する。〔通才〕事理に明ら で才能のあ 人。〔鎖鎗〕軍事的重要地点。〔恭離〕離れ離れでしっくりしないさま。〔鼠疫〕ペスト。〔億則屡中 出典は《論語・先進》で
M推測するとよく適中した九
〔隣隙〕隣国との紛争。〔愛故〕
H
「事変」。重大な突発的出来事。
〔環伺〕取り囲んで様子を窺う〔陵逝〕欺侮と逝迎。侮蔑 迎合。〔高端〕方法、形態などさまざまであること。〔懲法〕必前の教訓を戒めとして今後 行動に注意する。
r＊方的荒出先生之碑』について17 
〔興革繁通〕創建と臨機応変な改革。〔禦侮拝患〕侮りを防ぎ、患いを防ぐ。〔持危扶願〕出典は《論語・季氏》・・「危而不持・制服而不扶」。危ない局面に手を貸して助ける怠。〔輔車〕頬骨（輔）と下顎の骨（車）。両者が相互依存し同じ利害関係にある替え。〔経論〕制度計画を以て天下を治める。〔梯乱〕さからい乱す。自分の思い通りにならない。〔脳陣痛〕南方の熱病。
マラリヤの類。
〔扶桑〕日本を指す。〔俊父〕上徳のある人。〔兄弟閲脂
外禦其侮〕出典は《詩・小雅・常様》で、内輪で兄弟喧嘩をしても、外部に対しては兄弟協
力して、侮りを防ぐ。〔非我族煩〕山典は《な仰・成公開年》で、同政でない人を一．パう。
Hトド仏
ν～」先丙只・七、、…
JUHh
、
11
ワ
1寸ふ
M
嘩11JJqJHAIJH
〔形上〕「形而上」。無形抽象。出典は《易・繋辞上》〔形下〕「形而下」口実在、具体
oH
是故形而上者謂之道・形而下者謂之器
H
〔誕生日〕広く告知する。
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l!l r !.Ji方市荒足先生よ碑」について
思師大村欣一
教授を憶ふ
大正十四年十一月十七日投行の上海日報に
「恩師ト八村欣一教授を憶ふ」
と題し、東山同文書院門学生
中前義久氏が追懐文を掲げられしが柏、欣一凡が性行の梗概を知るに庶幾乎と忠へば之を肱草印刷に附し話知諸君の一誠に供す。
AhH弟前一松
恩師大村欣一教授を憶ふ
東亜同文書院中演義久（辺期）
一
、
恩師大村先生逝いて既に七旬に垂とす。
日々の教問に、
先生の風貌を日比るを常とせし我等、
hFIll
、
hv
へ・
1
．
メ
alll
ノ4qtlf
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に限りなき部法制を傾け我等を導かれてありし先生の幻想を見るのみ。懐古すれば、先生に最後の授業を受けしは過ぎにし五月十六日の午前なりき。先生痩躯を運びて壇上に立ち、正に中原踏破の旅に巣立たんとする我等に、
恵に尚てる御教訓をば垂れ給ひし。鳴呼、先生の胸中欣喜
幾何なりしぞ。過去三年間養育せし雛鳥の漸く大空へ飛び立たんとする利那。爾来我等は、或は北漠に、或は南図に、天文地臓の大陸を渉破せり。而して新涼九月
凡先生の膝下に師らんと楽しみにしていたるに、
九月も三日、卦報忽ち す。何たる愚かさぞ、思師灼熱の中に病み給ふも知らで旅を約けしとは。天の命数議きたる のと観ずるも、師が病偏向に奉侍だにせざりし は 師が子弟としてと べき 法なかりしか。されど我等に 院命の重大なるあり、如何なる情の存すればとて、勾くも院命を疎んずる 許されず。的
天忽然と我師の生を奪ひ給ふ。何たる無情ぞや、我等泣かんとするも泣く能はず。我師、元々
かりそめあっ
持病を宥し給ひしにはあらず、唯刊句旦の病に残し給ふ。師が病正に篤き時、恰も上海事件突授の際なりし、呼、この秋、先生これが局、上海の病院に治療を受くるの自由 ら得させられず、静かに天の命数を例外ぜられしと聞く。雁の聾深夜の静寂を破る時、想ひをこ』に走らせば、如何 しても黙止 る能はず 無限の血涙雨煩を仰ひ、半夜我疋然として我を失ふが知くなり。今俄か 筆を執らんと欲する所以のもの、少しだに憂愁を授て悶へを聞かんとするに出づるのみ。
恩師大付欣一教段を憶ふ21 
一一、
今は故人なる大村教授に関して第一に追懐せらる、は、
その皐識の豊富なることなり
D
教授の、
その支那
服史に針する漉蓄は何人と雌も之に追従するを許さず、更に、現代史寅に封する論評の如きは、全く教授が天分に厨せしものならん。その論断の痛快なる、その所信の断乎たる、我等常に方丈の教室に天馬空を騒く
その畑倒乎たる観察眼と不嘱燭立何人の前にも忌僚なくその所信を告白し得る
るの忠ひを走らせしめたり、勇気とは、買 教授にのみ存する真面日たりしなり。今日に於いてこそ、支邪と銘打て 書籍の汗牛光線も習ならずとするも、十数年前に於ける教授の支那政治地理誌は、貨に笛時の支那研究家の指南針たりしなり。混沌吃
Jたりの一語を以て詳し去らんとせし常代史
あの精細極りなき大著は全く晴天の扉露とも栴すべきか。宜なり、同著の現今に至るも群卦一日
家の説を破り、中に燦たる光彩を放つ
D
爾来、先生は支那通商史と支那政治事情の稿を草せられしと聞く。然るに鴻業未だ
その半 もならざるに先だち、先生忽意として逝き給ふ口これを以て観じ来れば先生 死は決して先生一家の御不幸に止まらず、同文書院としては、代り求むべからざ 教授を失ひ、江湖の支那研究家は、
その研究家
中に側側と輝く北斗星を失へるなり 買
日本は、支那に封する明鏡の一を失ひたるかな。先生逝きては、
誰か限前に展開する史質を収拾すべきものぞ。又、何人かあって東町再興 旗峨に、眠 大同に鞭打たんとする。然りと雌も、斯くの如きは只先生の大たる所以にあらず、斯くの如きは先生 教授た 片手間に凹俗の夢を破らんがため志したる一業のみ。言ふ迄 なく 事業の大部分は、同文書院内学生 品川向に作して
ワワ-[,iJ): ,1t院記J念持i VOL. )9 
あるなり。先生の口端より洩る》片言隻句は議く吾人に偉大なる決意と勇猛力とを興へたり。先生の講義は表は単なる一史・買のみ。然れどもその裏に潜める先生の核髄に至つては、五日人は忽ちにして先生と同一慢なるに至れるなり。直ちに以て衰へたる東亜文明に血涙を注ぐなり。
一度東亜民族の宿起するあらんか、その文明
力の陳然た を敬へたり。更に欧亜文化一結して世界文明の形成せられざるべからざるを説けり。その支那に封する多大の尊敬とそれに伴ふ多大の段怖とは、長 現代文那を知ると豪語する史家の、支那に封する仰蔑と安心とは同日に論ずべからざ しも なり。鳴呼、支那よ、汝も遂に自に汝を知れ 友一人を失ひた しなり。
H支携ふべきの契の一端は確かに先生の死によりて破られたり。山旦に唯に先生の死は百人に迷路を輿ふる
ものに止まらんや。遮莫、五墨田院は教授の努力によりて完成の一階梯に進みたるは疑ひもなき事賃なり。
それのみにては止まらず、日本の極東に
於ける地位を確然た しむ ものなり。先生既 逝きし後、静かに先生 講義の一半 縞けば、露支交渉の教授の支那事情の講義 員に書院の使命を注入するも なり。否一端に終る。先生は必ずや露関の亜細班に於ける将来につき奇人に救へんとする所なりしなり。もしこの論の完結しあらば、百人は敢て今日謎の館岡として驚驚咳舷たるの事やあらん 然りと雌も我師や今は し思ふに教授の皐識は一書院一教室の中に殺陣せるものとしては鈴りに強大なりき。その烈々たる活力は静穏和平なる規矩準縄裡に現されんにも寧ろ強大にすぎ り。数授の急格はそ 活動の場面として更 大なる場面を要したり。然る これを知るゃなしゃ、敬授はそ 生涯の全部をあげて書院に捧げたり。静かに我師の脳裡を想ふの時、無限の感慨胸心を射さずんばやまず
恩師大村欣・教授を憶ふ2:l 
一一、
次で教授について追憶されるべきは、
その人物の高潔にして意志強固なる黙にあり。現代の人物批評眼を
以てすれば、名利にあまりに倍淡たりし、教授はむしろ小人なりと評するあらん。評さば評せ。我師は質に徹頭徹尾正義の士なりしなり。功名に誘はれ良心を任ぐるが如きは、教授に於て夢にだに見る能はず。今の俗流に投じ天下の文々者流の人と共に方便主義の人たらんには、教授は貧弱なる書院の一一教職にありしの問あまりに長かりしなり。将た又、博士の
mm
蹴を有せざるはあまりの不思議なり。然れども先生の知見はあま
りに聴明にして、
その信念はあまりにも厳粛なりしなり。この一事を思ふたびに俗恐傾まりなき現仰に、教
授の如きその信念はあまりにも心ゆかしくは感ずるなり。更に又、教授は主義の人なりし。自信なき現世に於いて教授はあくまで自信の人なりき。著修は一代を風
燥し人は虚祭に憧るるの中 、研究室 一宅に深き研鑓に恨のすべて忘れ給ひし教授は、思へば思ふほど心ゆかしの念に打たる
hかな。
教授の信念を重んずるや、時に或は任者の如きものあり。大正二年支加第二革命の勃授に際し書院の兵火に迦ふや、世論紛々漸々書院再建 無．要を説く。こ 秋、教授肥前大村 似校舎に憤激指くとこ を知ら
ず、短万を腹中に擬 たりと聞く。これを聞くの日五日人は傑然たらざるを得ざるなり。先生の信念の如何に日本の将来を憂ふる ありしか。世田時頑迷の世人 今や漸く支那問題の自己の生死存亡に附するを知るを何たる、先生の信念のよりて来たる結品たらずんばあらず。
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日は照らすものにその徳を恩はしめずとかや。我師亡き後、
その高潔なる信念には敬服止み難きもの存す
るあるかな。
四
更に教授に封し敬仰止まざる所は、教授の詩人としての－事なり。先生の作る所にか
hる院歌の一章を諦
するもの誰れを、先生の極まり き詩の天分に追せざるものぞ。一、昆捕の
峰より落つる高里の流大空ひたし東にそ
h
ぐ
比慮江南に来 て皐ぶ健児の数は三百人勇ましゃ大和男の児
二、東海の
たゾさす朝日芙蓉 雪の八千代に消えぬ光は遠く
恩師大村欣一敬授を位、ふ25 
草より出で』百問域の原を
26 
千皇に照らす月高し
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三、見ょや友
右手うち場し亜細亜の空を天府の富は北斗をしのぎ我同文の四億の民のい平
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この詩を諦するもの、何人と雄もこの中に無限の真理と育訓を織するを知る。更に又、我書院の使命の如
いにしえ
何に尊きものあるかを知れるなり。而してこは師が明治四十年の古に既にこれを請し給へるものなり。再び先生の旅行誌の序文とせられしものを引き来れば、その一節に日く、
君聞かずや（＊
l）
新型折皆の翁大石を持って管を折り始めて征成に従ふを免かる此の管折れてより六十年一肢腰すと雛も一身全く且つ喜ぶ老人今濁り在るを文聞かずや（＊
2）
石壕村下吏夜に人を挫す老婦の前んで調を致す 聞くに二男は鄭城の成に従ふ一男書を附し来り存二
者男
はは
暫新
した
生に
を戦
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も
盟、師大村欣一教授を憶ふ27 
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而して余は、
先生の試験に解答する所を知らず、
先生所作の詩の一片を引米りてその答案を作りしに、先生
これに興ふるや過分の一詐矧を興へ給ひしこともありし。されど今より以てすればこれも一場の夢なるかな。五、近時に於ける支那研究界の教授の事識によりその指針を示されつ旨ありしは事貨なり。
しかして教授は、
この事業のためにその死期を早められし事貨を知るに及んでは、誰れか教授の人物に釘し出不敬の伯を加へざらんや。教授は貨に天折せり口敢て天折にあらずして何ぞや口五口人をして教授の悲しき一死を語らしめんか
D教授初めて病を得しは今春風未だ寒き三月の切か、
一時危則
に瀕せられしも五月、上述の如く吾人旅の門出を送り給へり
D
然るに六月入りて再設遂に鬼籍に入るの己む
なき 至らしめたり 今にして思へば、百人出務前の小康は、
天の先生 興へし吾人に射する永遠の暇なり
しか。銘記せよ。死は往々にしてそ 人の侍記を語る。読者よ 数段の如何に生きたらんかを知らんと欲せば、請ふ、先づ教疫が如何に死したるかを見よ。古思原頭に静かに秋月の高き 望むのとき、欣人の在りし日 姿を眼前に努慌して去りもやらず、
この秋
この時
この想ひを懐くもの立に一人に止まらんや。
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あとがき
一泡友四二期生
田良信
大村欣一先生は金沢のご出身で、ご実家は老生が関与している北
β
心以顕彰会の主る点公大谷派・常制守
のご門徒であり、代々印刷業を営んで米られ今日に及ぶ旧家である。大村印刷株式会社の現会長大村精二氏及び社長大村一史氏は共に老生と三桜同窓会々友の誼みで呪懇の間柄でもある。聞くところに拠れば、大村欣一先生は 長男 、本来は家業を継ぐべきところを弟の重松氏に委ねご白身は学究の道を選ば て四尚・東京帝大を畢え、東亜同文書院で教鞭を執るようになられたということである。昆に、ご家族筋の大村秀雄様のお宅で、大村先生の遣された苫凶幅を伴見する機会があり、
その折にこの
「大村欣一一致授を億ふ』
の一文を頂戴した。弟の大村重松氏が兄欣一氏を追慕して印刷に付されたものであ
るが、先生逝きて既に八十五年の歳月を経ており、このまま忘却の彼方へ放出するに忍びず、再度印刷に付して少しでも多くの福友及び関係者更には愛犬同窓の方々にも大村欣一先生の思想と業績の一端を知って欲しいとの願いを箆めた。尚、原文 中不適切と忠われる箇所、新聞 り転載の折の誤植と忠われ 箇所数ヶ所を訂正した。また先生が旅行誌の序文に引用された詩文二篇は出典があるので、大方のご理解 助にと考え此の際次に補注として記す。但し、二信とも長文なので引用文に対応する箇所のみを掲げ こと
2!1 盟、師大村欣 ·f:l托を tiJ: －~，
出典は、杜甫《石壕吏》の一部
せきごうそん
暮に投ず、石壕郁吏ありて夜人を捉らう
すす
婦の前みて詞を致すを聴くに三人の男、鄭城の成り一人の男、書を附して至すに
する。〈補注〉
* 
出典は、
新型老翁八十八倫特大石槌折腎従慈始免征雲南此骨折来六十年一肢雄廃一身全且喜老身今濁在* 2 暮投石壕郁有吏夜捉人聴婦前致詞三男鄭城成一男附書至二男新戦死
白楽天《新型折管翁》の一部
しんぼう新豊の老翁、八十八ひそもひじたた倫かに大石を将て、管を槌き折り
よ主ぬ申
蕊に従り始めて免がる 雲南に征くを此の骨折れ来りて、六十年一肢廃すと雌も、一身全く且つは喜ぶ老身、今も掛り在るを二人の男、新たに戦死
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